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方 を 共 振 器 へ の 安 定 化 に 使 用 す る 。 こ の 安 定 化 に は Pound-Drever-Hall 
method(PDH法)を用いた。PDH法はElectrooptic Modulatorで側帯波を発生させ、
共振器からの反射光をヘテロダイン検出し、共振器、または光源にフィードバッ
クすることで共振器の共鳴周波数に安定化する方法である。現在、PDH法によりラ
マン遷移に用いる2波長のうちの一波長については安定化の確認ができた。 
さらにパルス光を実際に共振器に共振させたときの計測をした。この結果、予
め行ったシミュレーションの結果とほぼ同じ結果が得られた。実際、パルス幅
12.9nsのパルス光を入射させたとき、シミュレーションの予想する出射パルス幅
29.5nsに対し実測で33.4nsが得られた。このことから、共振器内の強度は36.0倍
と見積もられ、これまでよりも1桁低いパワーでも高次のラマンサイドバンドの発
生を期待することができる。 
 
 
